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研究成果の概要（和文）：冷戦後出現した新しい地域である環黒海地域を研究するために、旧ソ

連東欧研究者とトルコ研究者が協力した。環黒海地域は国民国家の伝統を持たず、トランスナ

ショナル・アクター（TNA）が大きな役割を果たす。本研究は、TNA の中でも宗教組織（正教、

イスラーム、反カルケドン派キリスト教）と跨境マイノリティ（ヴラヒ人、クルド人、メグレ

リ人、アルメニア人等）に注目し、従来の国家中心の地域認識に挑戦した。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, specialists in the former Soviet Bloc and Turkey cooperated to 
analyze the Black Sea Rims, a new macro-region having emerged after the Cold War. The Black Sea 
Rims do not have the tradition of nation state, and transnational actors play important roles there. 
Among various transnational actors this study focused on religious organizations (Orthodoxy, Islam, and 
anti-Chalcedon Christianity) and trans-border minorities, such as Vlachs, Kurds, Mingrelians, and 
Armenians, and challenged the traditional state-centered understanding of this region. 
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１． 研究開始当初の背景 

冷戦終了から 20 年たち、旧共産圏辺境と、
「鉄のカーテン」を挟んでそれに対峙してい
た地域から新しい地域が多く生まれた。その
一例は環黒海地域である。しかし、研究者コ
ミュニティの側は、旧ソ連・東欧研究と中東
研究に分断されたままであった。環黒海地域
は、国民国家の伝統が浅く、宗教組織、跨境
（国境を越えて分布する）マイノリティなど
のトランスナショナル・アクター（TNA）が

広域政治に大きな役割を果たす地域である。
しかし TNA に関心を絞ったこの地域の研究
はなかった。 

 
２．研究の目的 

(1)環黒海地域という新しい地域に対応し
た研究者コミュニティを作ること。また、こ
の地域概念について国際的にアピールする
こと。 

(2)従来、環黒海地域研究においては、パイ
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プラン外交や非承認国家をめぐる紛争（典型
は、2008 年南オセチア戦争）などの国家・対・
国家の古典的な地政学が主流だったので、正
教・アルメニア使徒教会・イスラームなどの
宗教組織や、クルド人、ヴラヒ人、ブルガリ
アやアブハジアのムスリム、アブハジアのア
ルメニア人・メグレリ人などの跨境マイノリ
ティに注目し、ソフト・パワーを軸とした新
しい地政学的分析を行うこと。 
 (3)ロシアとトルコをはじめとする地域大
国の台頭が環黒海地域の広域政治に及ぼす
影響を考察すること。 
 (4)従来、国家・対・国家の観点から分析さ
れてきた非承認国家問題などの地域紛争を、
跨境マイノリティや宗教の観点から分析す
ることで、新しい視角を提供すること。 
 
３．研究の方法 
 (1)環黒海地域の政治過程はしばしば欧米
とロシアの対抗関係から解釈され、学術的・
客観的な分析が難しい。また、本研究の視点
は従来にないものなので、既存文献に依拠す
ることもできなかった。そのため、徹底した
現地調査を研究推進の基礎に置いた。 
 (2)国家間の関係よりも、宗教組織や跨境マ
イノリティなどの TNA を重視した。 
 (3)環黒海地域研究者の国際的なコミュニ
ティを形成することが課題だったので、研究
成果を活発に国際的に発表した。特に、2011
年の ASEEES（全米スラブ学会）でパネルを
組織したことは重大な意味がある。 
 
４．研究成果 
 (1)旧ソ連・東欧研究者とトルコ研究者の本
格的な研究協力を開始した。環黒海地域にと
って、トルコの台頭や独自外交が大きな意義
を持っていることが明らかになり、欧米中心、
新冷戦的な見方の不十分性が明らかになっ
た。残念ながら今年度は実現されなかったが、
近い将来に、「トルコと周辺地域」をテーマ
にした共同研究に着手する構想が生まれた。 
 (2)環黒海地域は、東アジア等と比べると、
小国が多く、国民国家の伝統もなく、個々の
国家の自立性が少ない。このような地域を研
究するには、個々の国家を個別的に研究して
も成果は得られず、広域政治の観点が重要で
あることが明らかになった。本研究中発表さ
れた業績の多くは、複数の国家にまたがった
現地調査の結果である。 
 (3)環黒海広域政治において宗教、跨境マイ
ノリティなどの TNA が果たす役割を、現地
調査に基づいて明らかにした。これは、国家
中心の国際関係論に修正を迫るものである。
トランスナショナルなアクターに注目し、し
かもそれらのソフト・パワー（認知操作的資
源）に注目する方法は、人文地政学とも呼べ
ようが、今後の発展可能性を秘めた方法であ

る。 
 (4)廣瀬がアジア太平洋賞特別賞を受賞、佐
原が Palgrave 社より単著書籍を刊行、松里の
論文が Nationalities Papers に、松里・澤江の
共著論文が Religion, State & Society に掲載さ
れるなど、本研究の成果は大きなインパクト
を持ち、国際的に評価された。 
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